
東邦大学メディアセンターの
即時OA義務化に向けた取り組み

第27回図書館総合展 「OA義務化、悩んで当然。だからシェアするリポジトリの試行錯誤」

期日：2025年10月23日（木）

会場：パシフィコ横浜 図書館総合展フォーラム第6会場

登壇者：渡辺爽（東邦大学医学メディアセンター）
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対応開始まで
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学内プロジェクトの発足

• 2025年1月 日本学術振興会「令和7年度における制度改正事項について」

論文の根拠データは原則公開 公開した研究データのメタデータ提出

• 対応方針の検討をスタート → 3月に「オープンサイエンス推進プロジェクト」と命名

• オープンサイエンス推進の担当教員（兼任1名）

• メディアセンター（兼任3名）

• 学事統括部（兼任2名 + 専任1名）

【参考】独立行政法人日本学術振興会 研究事業部「令和7年度における制度改正事項について」 https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/r7shiryou02.pdf

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/r7shiryou02.pdf
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対応方針の検討

• 2025年2月 本学の研究者に求められることを「即時OA義務化」と「研究公正」の観点で整理

• 特に研究データについては，本学ポリシーも参照しながら管理・保存ルールを含めて広く検討

既存のものを活用

新規作成

当時のメモ（「いつ」「誰が」「何を」する？） 研究データの登録・公開準備

【参考】NII学術コンテンツサービス サポート『「研究データ」「根拠データ」の収録について』 https://support.nii.ac.jp/ja/cir/researchdata_harvest

https://support.nii.ac.jp/ja/cir/researchdata_harvest
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ロードマップ

カテゴリ 成果物 2024年度 2025年度 2026年度

非臨床研究

研究データ

論文（著者最終稿）

公開

公開

臨床研究

研究データ

論文（著者最終稿）

公開

公開

※ 研究データのうち，要配慮データについてはリポジトリ上では公開しない。ただし研究公正の観点からGakuNin RDMで保存・管理する方針。

• 要配慮データを含む「臨床研究」と，その他の「非臨床研究」とに分け，段階的に対応する

• 公的研究費による研究成果物を対象

2024年度 科研費実績報告書 学内〆切
（公開した研究データのメタデータ提出）

研究成果の即時OA義務化
（目安）

※即時OA対象の「公表を前提としたデータ」
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学内への説明

• 2025年3月 研究データ管理セミナーI  開催

• 2025年4月 研究データ管理セミナーII 開催

科研費実施報告書の変更点・入力のしかた

リポジトリ登録申請の手順

→ 特設サイト開設，リポジトリへの研究成果物（論文・研究データ）登録を開始

【参考】東邦大学 研究データ公開支援サイト https://www.mnc.toho-u.ac.jp/mc/rdmsupport/

ライセンスとは

https://www.mnc.toho-u.ac.jp/mc/rdmsupport/
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対応実績（2025年9月末時点）

• 論文（著者最終稿） ： 28件登録

• 研究データ（根拠データ） ： 74件登録

研究成果物の登録申請数推移

科研費実施報告書の〆切前に集中

研究者には「論文（著者最終稿）」と，それに紐づく「研究データ（根拠データ）」をセットで提出する様に求めている。現時点でGoldOA論文はリポジトリ登録していない。
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実際の対応プロセス
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研究者の作業フロー

• 論文の責任著者が対応

• 場合分けを設けず，一律で「著者最終稿」 「研究データ（根拠データ）」の提出を求めている

研究成果物のリポジトリ登録

研究成果物の公開URL受取

「GoldOAの場合は…」「公的資金が○○の場合は…」など，場合分けを細かく設けることも検討したが，研究者が迷うポイントを減らすことを重視し，上記フローとした。

ファイルを提出すると，公開URLが返ってくる
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（参考）申請フォームのイメージ

• 「申請者」および「研究成果物」の情報を収集する，シンプルなフォーム

リポジトリ上での公開イメージを説明

論文の書誌事項は自由記述式（特定できればOK）

要配慮データを含まないことを確認
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人員体制

• メインの運用担当者は3名

リポジトリ登録の実務担当1名（専任・再雇用・週3勤務） + その他の庶務担当2名（兼任）

庶務担当で受け付けた問い合わせ内容は，都度特設サイトの「FAQ」に反映しています。

└ 運用フロー設計，マニュアル整備，問い合わせ対応，広報

• イレギュラーや相談事項があれば，都度「オープンサイエンス推進プロジェクト」で協議

登録担当 庶務① 庶務②

私

メディアセンター

管理職

学事統括部

助成金の運用・管理 オープンサイエンス
推進担当

教員

オープンサイエンス推進プロジェクト

運用担当者

出向中
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登録担当者の作業フロー（著者最終稿のリポジトリ登録）

• 申請から1週間を目途に対応

① 登録申請の受付 ： Googleフォームで申請受付，学内クラウドストレージで提出物確認

② 著者最終稿の内容チェック ： 申請情報との一致，著者最終稿であること，図表に欠けがないこと

③ 論文の書誌事項の確認 ： DOI，論題，著者，雑誌名，巻号ページ，出版日，etc…

④ ポリシーの調査 ： 登録担当+庶務担当でダブルチェック（→詳細は次ページ）

⑤ 著者最終稿の登録 ： JAIRO Cloudの「メタデータ自動入力」機能を活用

⑥ 申請者への完了通知 ： 公開URL，登録完了日，エンバーゴ設定の説明 <テンプレートあり>

③論文の書誌事項の確認： 「DOI」はJAIRO Cloudのメタデータ自動入力で使用します。また，「出版日」は著者最終稿を公開できる時期を求めるのに必要な情報です。

進捗管理はスプレッドシート（Googleフォームと連携） 出版社ポリシーに応じたエンバーゴ設定で登録
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登録担当者の作業フロー（ポリシーの調査①）

• 英Jiscが提供するデータベース「Open Policy Finder」で，ジャーナルのポリシーを確認

• 著者最終稿 （“Accepted” Manuscript）を非商用の機関リポジトリで公開できること

• 公開可能な時期

• ライセンス指定の有無

• 謝辞・ステートメント

Open Policy Finder （https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/）に対象のジャーナルが載っていない場合は，ジャーナルのWebページを直接確認します。

ジャーナル名を入れて検索

「Accepted」の項目を見る

原稿の種類ごとに公開可否や条件が整理されている 「いつ」「どこで」「どんな条件で」

https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/
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登録担当者の作業フロー（ポリシーの調査②）

• 「Open Policy Finder」のページ下部に，出版社Webページへのリンクがあるのであわせて確認

• 著者最終稿 （Accepted Manuscript）を非商用の機関リポジトリで公開できること

• 公開可能な時期

• ライセンス指定の有無

• 謝辞・ステートメント

出版社Webページ内を確認する場合，目的の記述を見つけるのに「repository」「accepted」「archive」等の語を用いたページ内検索（Ctrl + F）を行っています。

出版社Webページへのリンク一覧 謝辞・ステートメントが指定されている場合あり
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登録担当者の作業フロー（研究データのリポジトリ登録）

研究データは論文の一部としてではなく，個別のアイテムとして登録しています（→CiNii 様式(B)）。「著者最終稿」との相互リンク設定（jpcoar:relation）が今後の課題です。

• 申請から1週間を目途に対応

① 登録申請の受付 ： Googleフォームで申請受付，学内クラウドストレージで提出物確認

② 研究データの内容チェック ： データ破損がないこと，要配慮データを含んでいないこと

③ 研究データの登録 ： JAIRO Cloudに個別登録 申請情報の転記

④ 申請者への完了通知 ： 公開URL，登録完了日  <テンプレートあり>

https://support.nii.ac.jp/ja/cir/researchdata_harvest
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雑感
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雑感

• 既存の学内資源を有効に活用できた

• 本学リポジトリの「雑誌掲載論文」アイテムタイプ & インデックス

• 従来は研究者から希望があれば登録，これまでは年間の申請数が1～2件だった

• 博士論文（医学研究科）のリポジトリ登録とポリシー調査マニュアル

• 慣例として「学術雑誌に掲載された論文」を「博士論文」として公開している

• 特にポリシー調査マニュアルは殆どそのまま転用できた

• 部門横断プロジェクトの立ち上げ・運営にあたり，調整業務はすべて管理職が行っている（ありがたい）

• 一担当者として，運用フローの設計や実務担当者向けのマニュアル整備に注力できた

• 著者最終稿のリポジトリ公開にあたり，大半が1年以上のエンバーゴ指定

• 「即時OAが困難な理由」に吸収される事由だが，「即時」「義務化」の語とのギャップを感じる



業務の参考にしたもの

【日本の指針】

• 独立行政法人日本学術振興会 研究事業部「令和7年度における制度改正事項について」（2025.1）

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/r7shiryou02.pdf

• 「科学研究費助成事業（科研費）に関する説明会」のFAQ（2025.1）

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/2025_seido_faq.pdf

• 内閣府『「学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針」の

実施にあたっての具体的方策について』（2024.8）

https://www8.cao.go.jp/cstp/hosaku_setsumei.pdf

【実務】

• JPCOARコンテンツ流通促進作業部会「DOI・ライセンスに関するヒアリング調査について」（2022）

https://doi.org/10.34477/0002000208

• JPCOAR ウェブマガジン「OA 義務化に備えてCCライセンスについて考える: 横浜国立大学附属図書館での実務経験から」（2024）

https://magazine.jpcoar.org/news/0b3c3119-2899-4d2a-a73d-d86e6748fb85

おわり

論文（著者最終稿）の登録については，学内の博士論文（医学研究科）の登録手順をほぼ踏襲できました。研究データの登録やライセンスについて調べる時間が長かった印象です。

https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/r7shiryou02.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_2834/2025_seido_faq.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/hosaku_setsumei.pdf
https://doi.org/10.34477/0002000208
https://magazine.jpcoar.org/news/0b3c3119-2899-4d2a-a73d-d86e6748fb85
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